
防コミの歩き方
須磨区の全防コミが集う「須磨区防災福祉コミュニティ大会」

たずね歩き消防団 BOSAI
KO B E
MI RAI

須磨区では毎年、区内21地区の全防コ
ミが集まる防災訓練「須磨区防災福祉コミュ
ニティ大会」を実施しています。今年も10月
16日に12回目の大会を開催しました。この
大会は、須磨区の防コミが一体となって、
住民による自主防災体制の充実と防災意識
の高揚を図ることを目的としています。今年
は特に東日本大震災を踏まえ、地震と津波
の発生を想定した大会初の実践的な総合訓
練に取り組むとともに、津波や水害を考慮し
た「水中歩行体験」を実施しました。
また、大会に先立ち「須磨防災の賞」の
授賞式もあわせておこなわれました。
●総合訓練 
昨年までの個別訓練の集大成として、１

グループ3地区の防コミ４８人が一緒になって
行動し、消火、救助、救護、避難を一斉
におこないました。具体的には、地震発生
の想定で訓練リーダーのもと、３地区防コミ
が集まり整列し、訓練リーダーの号令により
それぞれ消火班、救護班、救助班に分かれ
個々に活動をしました。５分経過後、津波警
報発令の想定でそれぞれ活動を中断して一
旦全員が集合し、避難場所へと車椅子や簡
易担架で避難する所要時間は約１０分間の

訓練で、第７グループまで１０分おきに順次
開始しました。
参加者の中には消防団員や婦人防災安
全委員、救急ボランティア、 ＦＡＳＴ（民間救
急講習団体）、防災士等、各地域で活躍さ
れている方 も々含まれ、特に消防団員の皆
さんは地域のリーダーとして参加し、地域と
の連携が強化されました。また小中学生の
参加も多数見られました。
●体験ブース 
水中歩行体験では、大きな長方形のビ

ニールプールに水を張り、長靴を水没させた
状態で水中を歩行し、歩きにくさを体験しまし
た。
ほかに地震体験、煙体験のブースが設け

られ、これらにあわせて消防車両展示と東日
本大震災による津波関連のパネル展示もお
こなわれました。
●防コミ大会を振り返って 
総合訓練や水中歩行体験など初めての試

みが多かった中、防コミと関係者一同の協
力により無事終えることができました。多くの
反省点を踏まえ、全地区の防コミが一丸と
なって自主防災体制のさらなる強化を図って
まいります。

●神戸女子大学生学生団員増員
神戸市須磨消防団では昨年に引き続き、

さらなる消防団の活性化を図るため、神戸
女子大学の学生に対して入団促進を働きか
け、新たに6人の学生の入団が実現しまし
た。今後も引き続き働きかけ、地域に密着し
た防災への貢献を目指した取り組みの幅を広
げていきます。
●初めての地域防災活動
学生団員は主に、地域防災活動への支援

や救急講習指導、また、地域行事を通じた
火災・事故予防広報活動などをおこないます。
入団直後の10月16日には、第12回須磨
区防災福祉コミュニティ大会に参加しました。
この大会は、区内すべての防災福祉コミュ
ニティの方 を々はじめ、多くの来賓や市民参
加のもと、毎年実施されています。第１部の
「須磨防災の賞」授賞式の後、その場をお
借りし、皆さまに学生団員の紹介をしていた
だきました。引き続き第2部の防災訓練では、
戸惑いながら初めて訓練を経験しました。先
輩団員の訓練指導法を学び、自ら防災訓練
を体験し、真剣に訓練に取り組む皆さまの支
援にあたりました。

●須磨区内の消防団協力事業所として
神戸女子大学では、かねてより地域貢献
活動への取り組みが盛んで、昨年は学生団
員として大学生の消防団入団を果たすなど、
これまでさまざまなかたちで地域防災・コミュ
ニティづくりに参画いただいています。今年
の新規学生団員の入団に際しても多大なご
理解とご協力をいただき、須磨区内の消防
団協力事業所としての役割を果たせていただ
いています。
●強固な「絆」づくり
神戸女子大学のご協力のもと、学生団員

たちの「地域へ貢献したい」という気持ちと実
践が、消防団の新しいかたちを可能にしまし
た。 ｢絆｣が再認識されている今、学生団員
を増強した消防団が存分に活躍することで、
安全・安心なまちづくりとともに、新たな危機
に対する課題克服に向け、地域が力を合わ
せる取り組みを幅広く展開できると確信して
います。

神戸女子大学学生団員が新たに入団
須磨消防団長
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